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高校教師のための「探究学習」ガイドブック
－生徒が自走する「持続可能な探究」とは？－

上山晋平（[広島県] 福山市立福山中・高等学校教諭）

（新著の紹介）



（ご紹介）

かみやま しんぺい

上山晋平

（広島県）福山市立福山中・高等学校 教諭

研究企画主任（探究・ESD担当）・外国語科（英語科）



上山晋平 (著) 『高校教師のための「探究学習」ガイドブック』
明治図書出版（2024年1月刊行）



それではご覧ください



高校教師のための
「探究学習」ガイドブック
～生徒が自走する「持続可能な探究」とは？～

1
（広島県）福山市立福山中・高等学校
上山晋平（かみやま しんぺい)

溝上慎一の教育論
（動画チャンネル）



自己紹介（上山 晋平）❶ 関心も含めて

【1 所属】 公立中高一貫校 英語教員

【2 役職】 研究企画主任（教育研究：探究、ESD、研修）

【3 執筆】 英語教員・学級担任対象書籍
家庭学習 テスト作り AL 技能統合 スピーキング

ライティング リテリング トリディス 授業づくり 学級担任

生徒作成
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高校教師のための「探究学習」ガイドブック



自己紹介（上山 晋平）❷ 関心を含めて

【4 英語】 外務省米国交流事業、全英連、中学英語教科書編集委員（光村）

【5 ESD】 文科省「ESDの手引」改訂 有識者

ユネスコ(バンコク） Happy Schools Project 発表

ACCU：SDGs教材・指導法・評価開発

ESD大賞（文部科学大臣賞）第10回（2019)

ASPUnivNet（ユネスコスクール支援大学）評価検討委員

【6 探究】 探究編集委員（大修館探究オンライン教材アクチュアル）

＊全て学校・市教委の許可のもと活動

ＥＳＤや探究にも関心をもって新たな教育に取り組み中



溝上先生のスライド用（よければお使いください）

研究企画主任（探究・ESD担当）・外国語科（英語科）

著書
【探究】
〇『高校教師のための「探究学習」ガイドブック （2024年）
【英語教育】
〇『英語トリオ・ディスカッション指導ガイドブック』（2022年）
〇『英語リテリング＆ショート・プレゼンテーション指導ガイドブック
（2022年） ＊以上明治図書

〇中学・高校英語 ライティング指導（2020年、学陽書房）
〇中学・高校 英語スピーキング指導（2018年、学陽書房）
【学級担任】
『改訂版 高校教師のための学級経営365日のパーフェクトガイド』
（明治図書）2022 など

〇中学英語教科書編集委員（光村）
〇文科省「ESDの手引」改訂 有識者
〇ユネスコ(バンコク） Happy Schools Project 発表
〇ESD大賞（文部科学大臣賞）第10回（2019)
〇ASPUnivNet（ユネスコスクール支援大学）評価検討委員
〇探究編集委員（大修館探究オンライン教材アクチュアル）

上山晋平
かみやま しんぺい

（ご紹介） （広島県）福山市立福山中・高等学校 教諭



探究学習の疑問点

探究学習での
悩みや疑問は？



探究学習に関する悩みや疑問（授業や研修等でのお声）

探究学習は，これまでの一斉授業とは異なる方法も多く，
指導者側にも戸惑う部分があるようです。

そもそも探究学習って何？
本当はよく分かっていない

なぜ探究をしないといけないの？
意義や目的は？

生徒が課題を作れて
いない。どうしたらよい？

生徒の探究が進んでいない。
どんなサポートをしたらよいの？

探究は労力がかかる。
生徒が自走できる方法は？

探究の評価はどう行うの？

【探究について各教員の定義がバラバラだと？】
目的、目指す姿が異なると、活動、評価で適切な判断が困難に

学校全体で目的や内容を言語化し、連携して計画・実施を
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１章 探究学習ガイダンス
２章 探究学習のデザイン
３章 探究プロセス別のチェックリスト
４章 「課題の設定」の指導のポイント
５章 「情報の収集」の指導のポイント
６章 「整理・分析」の指導のポイント
７章 「課題解決策の実行」の指導のポイント
８章 「まとめ・表現」の指導のポイント
９章 「振り返り」の指導のポイント
10章 高度化・自律化を目指した探究学習の

アップデート
11章 生徒同士＆教員同士のチームワークの

アップデート
12章 探究学習の日常への応用
13章 探究学習の評価

多くの教員の悩みは共通
そうした悩みや疑問を整理して解決する本

▲「探究は担当者（主任）が考えるもの。それ以外の人は指導案通りに」
●「生徒の力を育むために、担当する全員の先生が持つべきスキル」

個々の教員が総探・教科で探究型の授業を進めるガイドブック
ー各プロセスでのポイント、「困りごと」とその「乗り越え方」のノウハウ集ー
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探究本の目次（全13章）
１章 探究学習ガイダンス
２章 探究学習のデザイン

３章 探究プロセス別のチェックリスト
４章 「課題の設定」の指導のポイント
５章 「情報の収集」の指導のポイント
６章 「整理・分析」の指導のポイント
７章 「課題解決策の実行」の指導のポイント
８章 「まとめ・表現」の指導のポイント
９章 「振り返り」の指導のポイント

10章 高度化・自律化を目指した探究学習のアップデート
11章 生徒同士＆教員同士のチームワークのアップデート
12章 探究学習の日常への応用

13章 探究学習の評価

探究学習について

探究学習の評価

探究プロセス別の
チェックリストとポイント

探究学習のアップデート

❶

❷

❸

❹
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■１章 探究学習ガイダンス
１ 「探究」とは？―生徒を主体とした学びの新しい形
２ 探究学習はなんのため？―目的と目標
３ 探究学習の特徴とキーワードは？
４ 学習プロセス上の探究の位置づけは？
５ 探究プロセスの進め方のイメージは？

■２章 探究学習のデザイン
１ 探究の内容・カリキュラムの作り方
２ 探究学習の条件とガイドラインの検討
３ 探究テーマ・課題の設定
４ 探究のレベルとバランスの決定

■３章 探究プロセス別のチェックリスト
１ 探究プロセスとは？
２ 「課題の設定」の「チェックリスト」
３ 「情報の収集」の「チェックリスト」
４ 「整理・分析」の「チェックリスト」
５ 「課題解決策の実行」の「チェックリスト」
６ 「まとめ・表現」の「チェックリスト」
７ 「振り返り」の「チェックリスト」

■４章 「課題の設定」の指導のポイント
１ 「課題の設定」のポイント
２ 「課題の設定」で「教師が困ること」と
      「解決テクニック」
３ ［指導事例①］「問題」と「課題」の違いは？
４ ［指導事例②］問いの「種類」から「具体的な問い」を

どう設定？
５ ［指導事例③］課題の設定のサポート方法は？

■５章 「情報の収集」の指導のポイント
１ 「情報の収集」のポイント
２ 「情報の収集」で「教師が困ること」と「解決テクニック」
３ ［指導事例①］「一次資料」と「二次資料」の違いとは？
４ ［指導事例②］「フィールドワーク」（現地調査）

成功のポイントは？
５ ［指導事例③］「インタビュー」の効果的な準備とは？

■６章 「整理・分析」の指導のポイント
１ 「整理・分析」のポイント
２ 「整理・分析」で「教師が困ること」と「解決テクニック」
３ ［指導事例①］思考ツール，使いこなせていますか？
４ ［指導事例②］「浅い考察」と「深い考察」の違いとは？

■７章 「課題解決策の実行」の指導のポイント
１ 「課題解決策の実行」のポイント
２ 「課題解決策の実行」で「教師が困ること」と

「解決テクニック」
３ ［指導事例①］課題解決策の実行をどう促すか？

■８章 「まとめ・表現」の指導のポイント
１ 「まとめ・表現」のポイント
２ 「まとめ・表現」で「教師が困ること」と「解決テクニック」
３ ［指導事例①］本番発表前に全体の底上げをするには？

（スライド内容）
４ ［指導事例②］本番発表前に全体の底上げをするには？

（発表方法）
５ ［指導事例③］校内発表後，次のステップは？

（企業発表+全校発表まで）
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■９章 「振り返り」の指導のポイント
１ 「振り返り」のポイント―評価を正確に行い，

改善の方向性を見出す
２ 「振り返り」で「教師が困ること」と「解決テクニ

ック」
３ ［指導事例①］振り返りの授業は，どう進める

？

■10章 高度化・自律化を目指した探究学習の
アップデート
１ 地域・企業と連携して「社会の創り手」を育む
２ 解決策への飛びつきは避けよう

―問題の「本質的な原因」が鍵
３ 社会で役立つ持続可能な解決策を考える

２つのヒント
４ 探究を高度化・自律化するための具体例
５ 入門期にオススメの活動―ケースメソッドで

商店街の活性化問題に挑む
６ 探究に３年間取り組んだ生徒が感じた

「探究の良さ」と「課題」とは？

■11章 生徒同士＆教員同士のチームワークのアッ
プデート
１ グループや集団には形成過程がある
２ グループ形態別探究のメリット・デメリットは？
３ 探究学習を指導する教師の悩みと克服法
４ 同僚との協力体制の築き方
５ 探究学習における教師の具体的な役割は？

（伴走とは？）

■12章 探究学習の日常への応用
１ 教科で探究学習を取り入れるコツ
２ 修学旅行もプチ探究に

（オリジナルガイドブックづくり）
３ 身近な場面（校内や生活場面）でも課題解決を

図る生徒に
４ 探究学習と進路指導

―２つはどうリンクするのか？

■13章 探究学習の評価
１ 「総合的な探究の時間の評価」のポイント
２ 探究の評価マニュアル

―指導要録の記述術
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本書の特徴

❶定義の確認で教員の目線合わせが可能

❷探究プロセスを捉え直す

❸各プロセスで「困ること」と「乗り越え方」

❹持続可能な探究を目指す
（やりすぎ、放任でなく）

❺教科における探究
（探究学習の日常への応用）
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本書の特徴

❶定義の確認で教員の目線合わせが可能

❷探究プロセスを捉え直す

❸各プロセスで「困ること」と「乗り越え方」

❹持続可能な探究を目指す
（やりすぎ、放任でなく）

❺教科における探究
（探究学習の日常への応用）



探究学習の疑問点

探究とは何？



探究とは何か？（定義は諸説あり）

15

❶「用意された答え」がない「問い」に対して、
正しいと思われる答えを導き出す営み

（京都市立堀川高等学校の定義）

❷自分（たち）なりの問いを立て、
自分（たち）なりの仕方で、
自分（たち）なりの答えにたどり着く

＝「探究型の学び」
（苫野一徳『「学校」をつくり直す」

❸「？」を作って「！」にする学び （多くの人）

上山晋平『高校教師のための「探究学習」ガイドブック』（明治図書）p.10



探究とは何か？（上山案）
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１つの正解がない問い
に対し、試行錯誤を
しながら、納得できる
解答を導き出す試み
（＋さらなる課題に向かう）

上山晋平『高校教師のための「探究学習」ガイドブック』（明治図書） p.8

「？」を作って「！」にする学び



探究学習の疑問点

探究学習は
何のため？（目的・目標）

説明は多様（校内で一致を）



❶探究の目標（高校・学習指導要領）
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第 1 目標 探究の見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な
学習を行うことを通して，自己の在り方生き方を考えながら，
よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。

(1)探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識
及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，探究の
意義や価値を理解するようにする。

(2)実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，
自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・
表現することができるようにする。

(3)探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを
生かしながら，新たな価値を創造し，よりよい社会を実現
しようとする態度を養う。



❶探究の目標（高校・学習指導要領）
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第 1 目標 探究の見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な
学習を行うことを通して，自己の在り方生き方を考えながら，
よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を次の
とおり育成することを目指す。

(1)探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識
 及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，探究の
 意義や価値を理解するようにする。

(2)実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，
自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・

 表現することができるようにする。

(3)探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを
生かしながら，新たな価値を創造し，よりよい社会を実現
しようとする態度を養う。

課題発見・解決力

現場で共有するにはシンプルさが大切



❷各校で定める資質・能力を育成するため

20

課題発見・解決力

❶創造力（新たな解決方法や価値の創造）

❷思考力（多面的な見方で考え、判断する）

❸コミュニケーション力（意思疎通を図る）

❹探究心(物事の意義・本質を探ろうとする)

❺協働性（多様性を認め合う寛容さ）

❻チャレンジ精神（困難に負けずに粘り強く挑戦）
「探究って何のため？」 ー私たちの学校で育成したい資質・能力を育てるため。

例）



❸探究（＆教育）は何のため？（目的）
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●持続可能な社会の創り手の育成
＊全ての学校の教育の理念

（出所）学習指導要領(2017)の「前文」 ＊前文＝「改訂の理念」を明確にし、社会で広く共有するため

これからの学校には、（中略）一人一人の児童（生徒）が、自分のよさや可能
性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な
人々と協働しながら様々な社会変化を乗り越え、豊かな人生を切り開き、

持続可能な社会の創り手となることができるようにする
ことが求められる

探究に熱心に取り組むことは、「持続可能な社会の創り手」として必要な
資質・能力の育成につながり、社会の発展に寄与することにつながる。

例）「課題発見・解決力」（社会創生には、現実の課題に対する解決策の発見と実行が必要）

例）「協働とコミュニケーション能力」（多様な人との協働・連携が不可欠）

例）「地域との連携」（プロジェクト等で地域社会への貢献・参加意識を育む）

例）「創造性」（新たなアイデア創出は、社会課題の解決に不可欠）



❹社会で必要な力をつけるため（学校と社会の違いを学ぶ）
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（出所）中原淳（立教大学教授） http://www.nakahara-lab.net/blog/archive/8856

大人のリアル社会教育機関
①どんな課題が
出るか？

②誰と解くか？

③（課題を）解い
ている間は？

④道具は？

⑤分からなければ？ 教えてくれる先生
がいる

鉛筆とケシゴム

無言
＝相談すればカンニング

一人で解く（テスト）

指定された出題範囲から
＝課題は与えられる

出題範囲はない
＝課題を自分たちで提案する

職場のメンバー
みんなで解く
コミュニケーションしまくり

＝相談すれば褒められる

PCを含めて何でも
使う
フィードバックをくれる
人を自分で探す

＊学校と社会で「賢さ」が違う。
＊学校とリアル社会で「大きな段差」。 それを探究で埋める。



探究は何のため？

23

探究学習の目的・・・・

人生や社会を
よりよくするための
課題発見・解決力の
育成

持続可能な社会の創り手
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本書の特徴

❶定義の確認で教員の目線合わせが可能

❷探究プロセスを捉え直す

❸各プロセスで「困ること」と「乗り越え方」

❹持続可能な探究を目指す
（やりすぎ、放任でなく）

❺教科における探究
（探究学習の日常への応用）



探究学習の疑問点

探究プロセスとは？



探究プロセス
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探究プロセスは、様々なパターンがある。

（１）文科省による探究プロセス（を図式化したもの）

①
課
題
の
設
定

②
情
報
の
収
集

③
整
理
・分
析

④
ま
と
め
・表
現

❶
課
題
の
設
定

❷
情
報
の
収
集

❸
整
理
・分
析

❹
(
課
題
解
決
策
の
)
実
行

❺
ま
と
め
・表
現

❻
振
り
返
り

（２）上山（2024,p.32）の探究プロセス（課題解決策の「実行（検証）」と「振り返り」を重視したもの）



探究学習の疑問点

探究学習にもレベルが。
３つのレベルとは？



探究活動の３レベル （「調べ学習」「提案」で終わらず「実行・検証」まで）

28

❸（課題解決策の）

実行
❷課題解決の提案❶調べ学習

・地域のために
・地域とともに

・他地域モデル参照
・地域にあった
解決策の提案

本・ネット・フィールド
ワーク

〇提案した解決策
を「実行」し、困難に
直面しつつも、実践
的なスキルや責任
感等を学ぶ／
△労力がかかる

〇「アイデアの提案」
と「プレゼンテーショ
ンスキル」が向上／
△実行や成果の
確認は行われない

〇問題の現状や背
景等を調べ、「情報
収集」と「整理・分
析」力が向上／
△提案・実践には

至らない
地域教育魅力化プラットフォーム編（2019）『地域協働による高校魅力化ガイド: 社会に開かれた学校をつくる』（岩波書店）における
中村怜詞先生の実践（p.49～51)を参考に加筆・修正
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本書の特徴

❶定義の確認で教員の目線合わせが可能

❷探究プロセスを捉え直す

❸各プロセスで「困ること」と「乗り越え方」

❹持続可能な探究を目指す
（やりすぎ、放任でなく）

❺教科における探究
（探究学習の日常への応用）
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４章（「課題の設定」のポイント）

１ 「課題の設定」のポイント
・ポイントと活動例

２ 「課題の設定」で
「教師が困ること」と「解決テクニック」

３ 「課題の設定」で
  「生徒の悩み事」と「乗り越え方」

３年間の生徒アンケートの分析
（約400～５00人）



各プロセスでのつまずき❶（課題の設定）
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❶
課
題
の
設
定

❷
情
報
の
収
集

❸
整
理
・分
析

❹
(
課
題
解
決
策
の
)
実
行

❺
ま
と
め
・表
現

❻
振
り
返
り

悩みごと（１）課題の発見・特定
（適切な課題の発見や特定に悩む）

悩みごと（２）進路・将来との関連付け
（進路と課題設定の関連付けに悩む）

悩みごと（３）具体的なテーマや分野の選択
（特定のテーマや分野への絞り込みに悩む）

悩みごと（４）興味・関心と課題の結びつけ
（夢や目標が不明確だと関心分野の発見が困難で悩む）

悩みごと（５）実行可能な解決策の考案
（大規模の課題を小さくて具体的な課題にするのに悩む）



各プロセスでのつまずき❷（情報の収集）
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❶
課
題
の
設
定

❷
情
報
の
収
集

❸
整
理
・分
析

❹
(
課
題
解
決
策
の
)
実
行

❺
ま
と
め
・表
現

❻
振
り
返
り

悩みごと（１）資料不足や情報収集の困難
（資料不足で適切な情報を見つけるのに悩む）

悩みごと（２）提案やアイデアの難しさ
（創造的な提案やアイデアを考えるのに悩む）

悩みごと（３）ネット関連の困難
（ネット情報の信頼性や正確性，アクセス制限の問題で悩む）

悩みごと（４）具体的な対象への関心や知識不足
（関心が乏しい，前提知識の不足で悩む）

悩みごと（５）インタビューやアンケートの難しさ
（情報収集で回答者の協力を得るのに悩む）



各プロセスでのつまずき❸（整理・分析）
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❶
課
題
の
設
定

❷
情
報
の
収
集

❸
整
理
・分
析

❹
(
課
題
解
決
策
の
)
実
行

❺
ま
と
め
・表
現

❻
振
り
返
り

悩みごと（１）情報の信頼性や選択の難しさ
（信頼性のある情報の発見や選択に悩む）

悩みごと（２）目的に合ったアプローチの難しさ
（アイデアの実行や具体化に悩む）

悩みごと（３）情報の整理とまとめ方の難しさ
（大量の情報をどう整理・取捨選択するかに悩む）

悩みごと（４）ターゲットの理解と予測の難しさ
（解決策考案のためのターゲット設定に悩む）

悩みごと（５）提案内容の具体化の難しさ
（アイデアを具体的な計画や手順にするのに悩む）



各プロセスでのつまずき❹（解決策の）実行）
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❶
課
題
の
設
定

❷
情
報
の
収
集

❸
整
理
・分
析

❹
(
課
題
解
決
策
の
)
実
行

❺
ま
と
め
・表
現

❻
振
り
返
り

悩みごと（１）実行方法の不明瞭さ
（実際の活動や実行方法，進め方が分からず悩む）

悩みごと（２）成果の予測の難しさ
（実行しても結果が予測できず，効果がないかもしれないと不安で悩む）

悩みごと（３）アイデアや提案の難しさ
（適切な解決策やアイデアを考えることが難しくて悩む）

悩みごと（４）リソースの制約
（解決策の実行に必要な時間や費用，材料などの資源の制約に悩む）

悩みごと（５）実行の障壁
（実行の際に様々な障壁があり、乗り越える方法がわからずに悩む）



各プロセスでのつまずき❺（まとめ・表現）
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❶
課
題
の
設
定

❷
情
報
の
収
集

❸
整
理
・分
析

❹
(
課
題
解
決
策
の
)
実
行

❺
ま
と
め
・表
現

❻
振
り
返
り

悩みごと（１）スライドの作成とデザイン
（スライド作成（情報量，デザインや順序等）に悩む）

悩みごと（２）情報の整理と統一
（情報の整理やまとめに悩む）

悩みごと（３）伝えたいことの明確化
（伝えたいことをどう分かりやすく表現すれば良いかに悩む）

悩みごと（４）発表や対人スキル
（発表の緊張や人前で話すことの難しさ，グループワークに悩む）

悩みごと（５）最終的な方向性
（最終的にどうなればいいのか，現実的な方向性に悩む）



各プロセスでのつまずき❻（振り返り）
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❶
課
題
の
設
定

❷
情
報
の
収
集

❸
整
理
・分
析

❹
(
課
題
解
決
策
の
)
実
行

❺
ま
と
め
・表
現

❻
振
り
返
り

悩みごと（１）言語化（文章化）の難しさ
（プロセスや考えを分かりやすい言葉にするのに悩む）

悩みごと（２）新たな課題や問題点の浮上
（一つ解決すると新たな問題が生じて終わりがなく悩む）

悩みごと（３）自分の行動や考えを客観的に見ること
（ミスや不備を冷静に捉え改善するのに悩む）

悩みごと（４）全体のまとめや構造の整理の難しさ
（各プロセスを整理しまとめるのに悩む）

悩みごと（５）反省や改善点の多さ，良い点の見つけにくさ
（改善点に目が行き長所の発見に悩む）



各プロセスでのつまずき❶（課題の設定）
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❶
課
題
の
設
定

❷
情
報
の
収
集

❸
整
理
・分
析

❹
(
課
題
解
決
策
の
)
実
行

❺
ま
と
め
・表
現

❻
振
り
返
り

悩みごと（１）課題の発見・特定
（適切な課題の発見や特定に悩む）

悩みごと（２）進路・将来との関連付け
           （進路と課題設定の関連付けに悩む）
悩みごと（３）具体的なテーマや分野の選択

（特定のテーマや分野への絞り込みに悩む）
悩みごと（４）興味・関心と課題の結びつけ

（夢や目標が不明確だと関心分野の発見が困難で悩む）
悩みごと（５）実行可能な解決策の考案

（大規模の課題を小さくて具体的な課題にするのに悩む）



❶「課題の設定」での生徒の悩み事
（２）進路・将来との関連付け（進路と課題設定の関連づけ）

38

❶進路や将来を前提にテーマ選択
●「課題を設定してから自分と関連付けるのは条件がかなり絞られてしまうので，「自分の目指

したいことは何か？生き方とは？」ということを考えてから，課題を設定した」
●「自分の進路と世の中にある課題を照らし合わせながら少しずつ結びつきを強めていった」

❷将来の職業と課題を結びつける
●「将来就きたい職業の問題を調べその中で自分が体験して解決したいと思った問題を選ぶ」
●「考えを紙に書き頭を整理し，どれが1番解決すべき課題かを視覚的に分かりやすくした」

❸知識の収集と分析
●「たくさん調べた」「ネットや他者の課題設定を参考にした」「多くの文献を読み，分野の中で

共通で問題しされている点を探した」「自分の身近な問題を発見した」
❹身の回りの状況を活用
●「身近な風景を思い浮かべた。妊婦さんが大変なことは自分ならどうかと置き換えて考えた」
●「昨年の探究の情報を整理し，気づきを得て，図書館を利用して解決策を考えようと思った」

❺プロセスの変更や再評価
●「グループ内でどんな課題を設定しどんな案を出していくかを話し合った」
●「関心を持てる課題が見つからなくて，進路に絞ることなく，課題設定自体を変更した」

●自分の進路と課題をどう関連付けるかに悩む生徒が多くいる。
例）「進路に見合う課題がなかなか見つからない」

「進路に関する課題が多くあり、どれを設定すべきか悩んだ」

【生徒の乗り越える工夫】 生徒の乗り越え方の事例を知ること
で生徒へのアドバイスに活用できる
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４章（「課題の設定」のポイント）

１ 「課題の設定」のポイント
・ポイントと活動例

２ 「課題の設定」で
  「教師が困ること」と「解決テクニック」

３ 「課題の設定」で
「生徒の悩み事」と「乗り越え方」



各プロセスで教師が困ること ❶（課題の設定）
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❶
課
題
の
設
定

❷
情
報
の
収
集

❸
整
理
・分
析

❹
(
課
題
解
決
策
の
)
実
行

❺
ま
と
め
・表
現

❻
振
り
返
り

困ること❶ 課題をどう適切に設定すればいいかわからない

困ること❷ 自分の興味や関心がはっきりしない

困ること❸ 設定した課題が広すぎて具体的でない

困ること❹ 生徒が興味・関心を示さない

困ること❺ 使える資源や時間に制約がある



❶「課題の設定」での教師の指導上の困りごと
困ること❶ 課題をどう適切に設定すればいいかわからない

41

❶「問題」と「課題」の違いを知り、課題設定に活用する

❷課題の設定前に、「調べ学習」を促す。

❸３つの条件に当てはまるものを考えてみる。
●自分が関心があり（＝こだわれる）、
●時間内に取り組め（＝実現可能）、
●社会が求めていること（＝SDGsなど）

【解決テクニック】

それぞれの具体は
書籍を参照
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本書の特徴

❶定義の確認で教員の目線合わせが可能

❷探究プロセスを捉え直す

❸各プロセスで「困ること」と「乗り越え方」

❹持続可能な探究を目指す
 （やりすぎ探究、放任探究でなく）

❺教科における探究
（探究学習の日常への応用）



探究学習の疑問点

探究学習をやりすぎず
持続的にするには？

△高度な内容で相当時間がかかり、先生も生徒も疲弊する
やりすぎ探究（大変過ぎて続かない）

〇（過度な負担でなく）取り組みやすい持続可能な探究



持続可能な探究のイメージとは？

放任探究持続可能な探究やりすぎ探究
特徴・要

素
生徒に極めて高い自由
度を与え、自己主導で
の学習を促進

教員と生徒の両方にとって
心理的・物理的に持続可能な
探究学習を追求

学習内容の深掘りを
極端に追求

目的

最小限の介入にとどめ、
生徒の自由な探究を任
せる

ガイドとして支援し、生徒の
自立と参加を促すバランスの
取れた取組

極めて積極的で、細か
い指導と厳格な管理

教員の
役割

自分で学習の方向性と
ペースを決定し、自己
主導で探究

自分の興味や能力に応じて
学習目標を設定し、主体的に
学習に取り組む

与えられた課題や指示
に従って高度な成果を
追求

生徒の
役割

生徒による自主的な
時間配分中心で、教員
の指示は最小限

効率的かつ現実的な時間配分
を重視し、計画的に進める

時間をかけて詳細にわ
たる探究が求められる
ことも

時間管
理

生徒自身の反省や自
己評価が主で、形式的
な評価は少ない

プロセスと成果の両方を評価
し、学習の深まりと個人の成長
を重視

成果の質と量に重点を
置き、高い基準で厳格
に評価

成果の
評価

放任が過ぎると、生徒
が目標を見失い、学習
効果が低下する可能性

バランスを取ることが難しく、
適切な支援と自律性の間で
調整が必要

生徒と教員の双方に過
度なストレスと疲弊を引
き起こす可能性

問題点



持続可能な探究にする５つのポイント
❶「興味ベース」のテーマ・課題選択に

・興味や好奇心に基づくテーマ 動機、学びに意味、学習への関与
A）興味発見シート（関心や学びたいトピックをリストアップ）
B）課題の自己選択（複数の課題から自己選択）
C）課題設定お助けシート D）問いづくりシート E）「探究課題設定シート」

❷探究プロセスの「見える化」（ステップバイステップガイド）
・探究の具体的なステップを示したガイドの作成（自立して進める）
（テーマ選定、情報収集、分析、結論、プレゼンの作成・・・）

A）ガイダンス冊子を詳細版に

❸「最終成果物のイメージ」を初期段階に共有
・成果物（プレゼンや論文）の型や具体をイメージできると取り組みやすい
A）イメージ共有の例

❹「プロジェクトマネジメント」
A）発表までのスケジュールの事前共有
B）チェックリストの共有 C）タスクや期限管理

❺成果物は「絞る」「型を示す」
A）発表やまとめ資料はA４・１枚／論文は3000文字 などに限定・型の提供



持続可能な探究にする５つのポイント
❶「興味ベース」のテーマ・課題選択に

・興味や好奇心に基づくテーマ 動機、学びに意味、学習への関与
A）興味発見シート（関心や学びたいトピックをリストアップ）
B）課題の自己選択（複数の課題から自己選択）
C）課題設定お助けシート D）問いづくりシート E）「探究課題設定シート」

❷探究プロセスの「見える化」（ステップバイステップガイド）
・探究の具体的なステップを示したガイドの作成（自立して進める）
（テーマ選定、情報収集、分析、結論、プレゼンの作成・・・）

A）ガイダンス冊子を詳細版に

❸「最終成果物のイメージ」を初期段階に共有
・成果物（プレゼンや論文）の型や具体をイメージできると取り組みやすい
A）イメージ共有の例

❹「プロジェクトマネジメント」
A）発表までのスケジュールの事前共有
B）チェックリストの共有 C）タスクや期限管理

❺成果物は「絞る」「型を示す」
A）発表やまとめ資料はA４・１枚／論文は3000文字 などに限定・型の提供



負担が大きすぎない「持続可能な探究」にする工夫

❶興味ベースのテーマ・課題選択
C「課題設定お助けシート」
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課題設定に
苦労する生徒
は多い

上山晋平『高校教師のための「探究学習」
ガイドブック』（明治図書） p.64



問題と課題の違いは？
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目標（理想）

現状

問題
（目標と現状の差)

課題
（差を埋めるため
にすべきこと)

現状と目標の差・gapに
注目する（不便、不満足）

上山晋平『高校教師のための「探究学習」ガイドブック』（明治図書） p.57



課題設定お助けシート
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■探究の進め方で迷っている人へ（「探究お助けシート」①）



課題設定お助けシート
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■探究の進め方で迷っている人へ（「探究お助けシート」②）



探究を持続可能にする５つのポイント
❶「興味ベース」のテーマ・課題選択に

・興味や好奇心に基づくテーマ 動機、学びに意味、学習への関与
A）興味発見シート（関心や学びたいトピックをリストアップ）
B）課題の自己選択（複数の課題から自己選択）
C）課題設定お助けシート D）問いづくりシート E）「探究課題設定シート」

❷探究プロセスの「見える化」（ステップバイステップガイド）
・探究の具体的なステップを示したガイドの作成（自立して進める）
（テーマ選定、情報収集、分析、結論、プレゼンの作成・・・）

A）ガイダンス冊子を詳細版に

❸「最終成果物のイメージ」を初期段階に共有
・成果物（プレゼンや論文）の型や具体をイメージできると取り組みやすい
A）イメージ共有の例

❹「プロジェクトマネジメント」
A）発表までのスケジュールの事前共有
B）チェックリストの共有 C）タスクや期限管理

❺成果物は「絞る」「型を示す」
A）発表やまとめ資料はA４・１枚／論文は3000文字 などに限定・型の提供



負担が大きすぎない「持続可能な探究」にする工夫

❷探究プロセスの見える化（冊子の詳細版）
「年間見通し」「最終成果物」「各授業ですること」把握＋会議の削減
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探究を持続可能にする５つのポイント
❶「興味ベース」のテーマ・課題選択に

・興味や好奇心に基づくテーマ 動機、学びに意味、学習への関与
A）興味発見シート（関心や学びたいトピックをリストアップ）
B）課題の自己選択（複数の課題から自己選択）
C）課題設定お助けシート D）問いづくりシート E）「探究課題設定シート」

❷探究プロセスの「見える化」（ステップバイステップガイド）
・探究の具体的なステップを示したガイドの作成（自立して進める）
（テーマ選定、情報収集、分析、結論、プレゼンの作成・・・）

A）ガイダンス冊子を詳細版に

❸「最終成果物のイメージ」を初期段階に共有
・成果物（プレゼンや論文）の型や具体をイメージできると取り組みやすい
A）イメージ共有の例

❹「プロジェクトマネジメント」
A）発表までのスケジュールの事前共有
B）チェックリストの共有 C）タスクや期限管理

❺成果物は「絞る」「型を示す」
A）発表やまとめ資料はA４・１枚／論文は3000文字 などに限定・型の提供
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発表資料（A４・１枚） ミニ論文（3000字）

負担が大きすぎない「持続可能な探究」にする工夫

❸最終成果物のイメージを初期段階で共有
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Begin with the end in mind.

●最終的な目的や目標を明確にし、最終成果を理解して始めることで、
効率的かつ効果的に目標達成に向けて進むことができる（という考え）。

●（これを探究指導に応用 ）プロジェクトや課題を始める前に、最終成果物
（プレゼンやレポート）を具体的に理解して始めることで、ゴールをより意識
して具体的に取り組める（「ゴールの見える化」は説明以上の効果）。

『7つの習慣』（スティーブン・R・コヴィー著）
世界4000万部（50言語以上）自己啓発書

❶主体的であること（Proactivity）：自分の選択に責任を持つ。

❷目的を持って始めること（Begin with the End in Mind）：
  最終的な目標を明確にして行動する。
❸最優先事項を優先すること（Put First Things First）：

重要なことに時間を割く。

❹Win-Winを考えること（Think Win-Win）：
相互に利益をもたらす関係を築く。

❺理解してから理解されること（Seek First to Understand,  
Then to Be Understood）：効果的なコミュニケーションを行う。

❻シナジーを創出すること（Synergize）：
協力してより大きな成果を出す。

❼刃を研ぐこと（Sharpen the Saw）：
自己の物理的、精神的、社会的健康を維持する。
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高1,高２の合同発表会（２月）
●オンライン実施
（生徒は各教室で視聴）

●よい取組の共有
次年度の取組イメージが可能

●1つ年が違うだけであんな発表ができるなんてと思いました。
●来年度からの探究活動では，何をしようか考えようと思えた
●来年は自分で課題を見つけていかないといけないので，
今のうちから身の回りに目を向けて興味を持ったことは
調べるなどして行動に移していこうと思います。

●5年生の発表では，探究をしようとした経緯や探究方法が
書かれてあって，来年は自分も探究をした時にできるだけ
詳しく書けるように頑張ろうと思った。



探究を持続可能にする５つのポイント
❶「興味ベース」のテーマ・課題選択に

・興味や好奇心に基づくテーマ 動機、学びに意味、学習への関与
A）興味発見シート（関心や学びたいトピックをリストアップ）
B）課題の自己選択（複数の課題から自己選択）
C）課題設定お助けシート D）問いづくりシート E）「探究課題設定シート」

❷探究プロセスの「見える化」（ステップバイステップガイド）
・探究の具体的なステップを示したガイドの作成（自立して進める）
（テーマ選定、情報収集、分析、結論、プレゼンの作成・・・）

A）ガイダンス冊子を詳細版に

❸「最終成果物のイメージ」を初期段階に共有
・成果物（プレゼンや論文）の型や具体をイメージできると取り組みやすい
A）イメージ共有の例

❹「プロジェクトマネジメント」
A）発表までのスケジュールの事前共有
B）チェックリストの共有 C）タスクや期限管理

❺成果物は「絞る」「型を示す」
A）発表やまとめ資料はA４・１枚／論文は3000文字 などに限定・型の提供
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負担が大きすぎない「持続可能な探究」にする工夫
❹プロジェクトマネジメント A）発表スケジュールの事前共有

●発表が間近になると、活動エンジンが入る生徒もいる（締め切り効果）
●発表日等のスケジュールは、事前に生徒と共有する（下線が発表日）。

４月19日：課題の設定シート再提出・Forms入力

１学期）
５月17日：グループ確定・各自で情報収集／整理・分析

６月７日・21日：進捗状況のクラス発表（１人１分）

７月：夏の探究実行計画立案

８月：解決策の実行・まとめ・発表スライド作成夏休み

９月13日：クラス発表（１人２分）

２学期 11月22日：グループ発表（SDGsグループ内で発表し知見を得る）

12月：振り返り・ブラッシュアップ

１月10日：学年代表者発表（同級生の発表から刺激を共有する）

３学期 １月：夢プロの振り返り（探究プロセス別）

２月：次年度の課題研究に向けて



探究を持続可能にする５つのポイント
❶「興味ベース」のテーマ・課題選択に

・興味や好奇心に基づくテーマ 動機、学びに意味、学習への関与
A）興味発見シート（関心や学びたいトピックをリストアップ）
B）課題の自己選択（複数の課題から自己選択）
C）課題設定お助けシート D）問いづくりシート E）「探究課題設定シート」

❷探究プロセスの「見える化」（ステップバイステップガイド）
・探究の具体的なステップを示したガイドの作成（自立して進める）
（テーマ選定、情報収集、分析、結論、プレゼンの作成・・・）

A）ガイダンス冊子を詳細版に

❸「最終成果物のイメージ」を初期段階に共有
・成果物（プレゼンや論文）の型や具体をイメージできると取り組みやすい
A）イメージ共有の例

❹「プロジェクトマネジメント」
A）発表までのスケジュールの事前共有
B）チェックリストの共有  C）タスクや期限管理

❺成果物は「絞る」「型を示す」
A）発表やまとめ資料はA４・１枚／論文は3000文字 などに限定・型の提供



60

負担が大きすぎない「持続可能な探究」にする工夫
❹プロジェクトマネジメント B）チェックリスト

生徒：チェックリストを見て
探究を進める
（進め方のガイドになる）

教員：生徒の を見て
進捗状況を把握する
必要な助言をする

上山晋平『高校教師のための「探究学習」
ガイドブック』（明治図書） p.149



探究を持続可能にする５つのポイント
❶「興味ベース」のテーマ・課題選択に

・興味や好奇心に基づくテーマ 動機、学びに意味、学習への関与
A）興味発見シート（関心や学びたいトピックをリストアップ）
B）課題の自己選択（複数の課題から自己選択）
C）課題設定お助けシート D）問いづくりシート E）「探究課題設定シート」

❷探究プロセスの「見える化」（ステップバイステップガイド）
・探究の具体的なステップを示したガイドの作成（自立して進める）
（テーマ選定、情報収集、分析、結論、プレゼンの作成・・・）

A）ガイダンス冊子を詳細版に

❸「最終成果物のイメージ」を初期段階に共有
・成果物（プレゼンや論文）の型や具体をイメージできると取り組みやすい
A）イメージ共有の例

❹「プロジェクトマネジメント」
A）発表までのスケジュールの事前共有
B）チェックリストの共有 C）タスクや期限管理

❺成果物は「絞る」「型を示す」
 A）発表やまとめ資料はA４・１枚／論文は3000文字 などに限定・型の提供
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例① 著作権の理解度、認知度アップには？ 例② 災害時に外国人への対応は？

負担が大きすぎない「持続可能な探究」にする工夫

❺発表・まとめ資料はA４・１枚に絞る

上山晋平『高校教師のための「探究学習」ガイドブック』（明治図書） p.149



テンプレを脱したい生徒も（自己選択）
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上級レベル初級レベルプロセス

独自のテーマや問いを設定し
深い洞察を持った探究を行う。

サポートを受けて，テーマ設定
や問いの立案をする。

課題設定

豊富な一次資料や二次資料
を収集し，情報の信頼性を評
価する。

指定された情報源からの情報
収集を行う。

情報収集

複雑なデータ分析を行い，統
計やグラフなどを使って結果を
示す。

整理・分析を基本的な方法で
行い，簡単な結論を導き出す。

整理・分析

問題解決のために創造的で
効果的な提案を行い，独自の
アウトプットを作成する。

提案やアウトプットは指示され
た基本的なフォーマットに従っ
て行う。

解決策の
実行

独自の形式で成果を表現し，
広く共有する。

提案やアウトプットを基本的な
フォーマットでまとめて表現す
る。

まとめ・
表現

自分の学びや成長について評
価し，次のステップを考え，新
たな課題を見つける。

探究プロセスについて振り返
り，改善点を特定する。

振り返り

＊一次資料：オリジナルの情報源。出来事、経験、考えなどを直接伝えるもの（日記、インタビュー、政府文書等）
二次資料：一次資料を基に解釈や評価がなされた情報源（学術論文、書籍の解説、新聞や雑誌の記事） 上山（2024）
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本書の特徴

❶定義の確認で教員の目線合わせが可能

❷探究プロセスを捉え直す

❸各プロセスで「困ること」と「乗り越え方」

❹持続可能な探究を目指す
（やりすぎ、放任でなく）

❺教科における探究
 （探究学習の日常への応用）



今後の教育で大切な探究。場所は？

65扇の要＝総合的な学習（探究）の時間

国語

地歴

公民

数学

理科
英語 芸術

家庭

情報

保体

特活

教科における探究学習
（探究的な教科学習）



教科に探究プロセスを取り入れる
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探究プロセスは、様々なパターンがある。

（１）文科省による探究プロセス（を図式化したもの）

①
課
題
の
設
定

②
情
報
の
収
集

③
整
理
・分
析

④
ま
と
め
・表
現

❶
課
題
の
設
定

❷
情
報
の
収
集

❸
整
理
・分
析

❹
(
課
題
解
決
策
の
)
実
行

❺
ま
と
め
・表
現

❻
振
り
返
り

（２）本書の探究プロセス（課題解決策の「実行（検証）」と「振り返り」を重視したもの）



探究的な教科学習（ミニプロジェクト）の例

ミニプロジェクトの概要単元
街を探索し、バリアフリーの改善が必要な場
所を撮影し、改善アイデアをプレゼンする。
（社会を変える可能性）

ユニバー
サルデザ
イン

自然からヒントを得た発明を考案し、それが
どう役立つかをプレゼンする。
（アイデアが未来を変える可能性）

バ イ オ ミ
ミクリー

実際の日常生活や社会で感じるジェンダー
ギャップ（性別格差）と実現可能な解決策を
プレゼンする。（平等な社会）

ジ ェ ン
ダ ー
ギャップ

身近な社会や環境問題を解決する小さな
ナッジを考え、どのような影響を与えるかプレ
ゼンする。（社会変革の一歩）

ナッジ
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探究的な教科学習

田中（2021）によると、探究的な学習の10の特徴
（❶～❿）から３～５つを取り入れるだけで、
「調べ学習」が深い「探究的な教科学習」に発展する。

田中博之編著（2021）『高等学校 探究授業の創り方 月刊高校教育2021年12月増刊』（学事出版）に上山が事例追記
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探究的な学習の特徴（田中、2021)
❶問題意識を持ち、自ら問いを設定する。

例）自分の疑問から「世界での英語の使用状況」を探究して発表する。
❷自律的な学習を行う。

例）生徒が自選したトピックを独学し、学んだ内容をクラスで共有する。
❸課題解決や仮説検証を行う。

例）英語の記事から環境問題の解決策を考案し、ディスカッションする。
❹主体的な資料の探索と検証をする。

例）英語圏の文化の情報を検索して信頼性を評価し、結果を共有する。
❺多様な学び方を学ぶ。

例）様々な活動を通じて自分に合った英語学習法を身に付ける。
❻概念化と具体化の往還をする。

例）グローバル化（概念）と地元社会の例（具体）を調査・発表する。
❼自己や社会と関連づけて価値づける。

例）地域での英語の役割を探究し、地域や生活への影響を考察する。
❽自己修正、自己評価、学習改善をする。

例）プレゼン後に自己評価を行い、次の改善点を見つける。
❾自己形成、自己成長を推進する。

例）将来の目標に必要な英語スキルを特定し、目標達成に取り組む。
❿新しい探究課題を設定する。

例）授業での学びから次のプロジェクトの新たな研究課題を立案する。

田中博之編著（2021）『高等学校 探究授業の創り方 月刊高校教育2021年12月増刊』（学事出版）に上山が事例追記

英語教育を事例に



単元末の課題（プロジェクト）
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L.3の単元末課題（プロジェクト）の内容
【英語版】
Are you excited for the “Transforming Our City and School” project? We want to make 
our town and school easier for everyone. Let‘s share our ideas with interesting
presentations and pictures. Our aim is to help create sustainable cities and communities 
(SDG 11). The best ideas will be sent to Fukuyama City and our school, representing the 
voices of high school students. This isn't just a task, it's action for real change! This can 
lead to real changes. It's time to shape the world and make a big difference! We can't 
wait to hear your amazing ideas to improve our community. Let's work together to make 
it even better!

【日本語版】
❶L.3ではTransforming Our City and School （町や学校を変える）プロジェクトに
取り組んでみましょう！

❷街（や学校）に出かけ，改善した方がいい箇所（場所・施設・表示等）を見つけ，
皆にとって使いやすくなるアイデアを，画像付きでプレゼンしましょう。

❸優れた提案は，高校生の声として福山市や学校に提出され，現実の改善に
つながります。自分たちの手で社会に変化を起こしませんか？
SDGs11（街づくり）に貢献するアイデアを期待しています！
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L.3 プロジェクトのステップ例

以下のステップでプロジェクトに取り組むことで，市内の問題を特定し，
アイデアを提案するプロセスを効果的に進められます。

❶問題の特定（Problem Identification and Selection）
市内を探索し，改善が必要な個所を見つけ（許可を得て）撮影しましょう。
（家付近でも駅付近でも可。市内が難しければ校内も）

❷問題点の説明（Problem Analysis）
選んだ問題の問題点を考えましょう。
できれば付近の人の声を調査すると説得力が高まります。

❸解決策の構想（Solution Brainstorming）
問題に対する具体的な解決策を考えましょう。
改善案やアイデアをいくつか考え，実現可能なものを選びましょう。

❹プレゼンの準備・実施（Presentation Preparation and Delivery）
解決策を，写真や図表を使い，わかりやすく伝えましょう。
自信を持って発表し，他者に影響を与えることを目指しましょう。

❺投票と提出（Voting and Submission）
投票し，優れたアイデアを選びましょう。上位アイデアは福山市や学校関係者に
提出され，実際の改善に反映される機会を得ます。

探究と教科との連携
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生徒のスライド例（生徒が発見した市内の問題点）
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生徒のスライド例（生徒が発見した校内の問題点）
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生徒の英作文例（イメージの把握用）
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生徒の英作文（町の変容）

Bingo Akasaka Station has a serious problem. It has 
only stairs. The reason why this is a problem is that 
it is not possible for people with a baby in a stroller 
to go up the stairs. The only way to solve this 
problem is to install a ramp or an elevator. However 
these solutions cannot be done immediately, so it is 
important for us to help the people in need. Just last 
week I helped a woman with a baby carriage
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本書の特徴

❶定義の確認で教員の目線合わせが可能

❷探究プロセスを捉え直す

❸各プロセスで「困ること」と「乗り越え方」

❹持続可能な探究を目指す
（やりすぎ、放任でなく）

❺教科における探究
（探究学習の日常への応用）
教師個々が総探・教科で探究型の授業を進めるガイド
（生徒の力を育むために、担当する全員の先生が持つべきスキル）



（まとめ）探究は何のため？
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私は、探究学習を通じて「課題発見・解決力」
を身に付けることが、人生や社会の向上
（よりよい状態）につながると信じています。

困りごとに直面した時、本質的な問題を特定し
課題を明確化し、解決策を検討し、他者と共に
その策を実行する力は、人生や社会を主体的
により良くするために必要だからです。

持続可能な社会の
創り手の育成



79

１章 探究学習ガイダンス
２章 探究学習のデザイン
３章 探究プロセス別のチェックリスト
４章 「課題の設定」の指導のポイント
５章 「情報の収集」の指導のポイント
６章 「整理・分析」の指導のポイント
７章 「課題解決策の実行」の指導のポイント
８章 「まとめ・表現」の指導のポイント
９章 「振り返り」の指導のポイント
10章 高度化・自律化を目指した探究学習の

アップデート
11章 生徒同士＆教員同士のチームワークの

アップデート
12章 探究学習の日常への応用
13章 探究学習の評価

多くの教員の悩みは共通
そうした悩みや疑問を整理して解決する本

▲「探究は担当者が考えるもの。それ以外の人は指導案通りに行うだけ」
●「生徒の力を育むために、担当する全員の先生が持つべきスキル」

教師個々が総探・教科で探究型の授業を進めるガイド
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